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一
昨
年
、生
ま
れ
て
初
め
て
救
急
車
に
乗
り
病
院
に

行
く
羽
目
に
な
っ
た
。激
し
い
眩め
ま
い暈

と
吐
き
気
に
襲
わ

れ
ど
う
す
る
事
も
で
き
ず
、救
急
隊
員
の
方
の
救
護
が

有
難
か
っ
た
。病
院
で
四
日
程
精
密
検
査
を
受
け
た
結

果
、不
整
脈
か
ら
く
る「
心
房
細
動
」と
診
断
さ
れ
、専

門
病
院
で
の
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
が
決

ま
っ
た
。

　
紹
介
状
を
持
参
し
専
門
病
院
に
行
き
、そ
こ
で
も

何
回
か
の
検
査
を
受
け
、半
年
後
に
入
院
治
療
と
な
っ

た
。検
査
の
時
に
聞
い
た
話
で
は
、一
日
に
十
人
程
度
ア

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
為
検
査
に
訪
れ
る
ら
し
い
。心
臓
に

異
常
を
感
じ
る
人
が
多
い
事
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。放
っ

て
お
く
と
心
筋
梗
塞
や
心
不
全
等
で
最
悪
亡
く
な
る

場
合
も
多
々
あ
る
ら
し
い
が
、四
日
間
の
入
院
治
療
で

無
事
退
院
で
き
、現
在
通
常
の
生
活
を
送
れ
て
い
る
。

当
初
診
断
さ
れ
た
先
生
、治
療
さ
れ
た
先
生
方
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
以
前
か
ら
運
動
を
心
掛
け
て
お
り
体
力
に
は
自
信

が
あ
っ
た
が
、今
回
の
こ
と
で
運
動
と
内
臓
は
無
関
係

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。運
動
に
よ
り
筋
力
を
強
化

す
る
と
内
臓
も
強
化
さ
れ
る
も
の
と
錯
覚
し
て
い
た

が
、別
物
で
あ
る
。あ
の
有
名
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
で
す
ら
原

因
不
明
の
内
疾
患
で
死
亡
し
た
。内
臓
関
係
は
、十
分

な
栄
養
を
摂
取
し
な
い
と
維
持
·
保
全
は
難
し
い
と

思
う
。但
し
、今
流
行
り
の
プ
ロ
テ
イ
ン
に
は
注
意
が
必

要
ら
し
い
。含
ま
れ
る
栄
養
素
は
確
か
に
体
に
必
要
だ

が
、そ
れ
は
食
物
を
咀そ
し
ゃ
く嚼
し
て
体
内
を
通
過
す
る
過
程

で
様
々
な
内
臓
器
官
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
、

体
外
か
ら
直
接
入
る
栄
養
素
は
、逆
に
異
物
と
認
識
さ

れ
体
外
に
排
出
さ
れ
る
と
書
い
て
あ
る
本
も
あ
る
。

　
退
院
し
て
、暫
く
様
子

を
見
な
が
ら
散
歩
か
ら

再
開
し
た
。さ
す
が
に
筋

力
の
低
下
を
実
感
し
た

が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

動
悸
・
息
切
れ
は
、以
前

よ
り
良
く
な
っ
て
い
る
感

じ
が
す
る
。運
動
や
食
事

に
気
を
使
い
、協
会
の
仕

事
も
断
ら
ず
、気
ま
ま
に

過
ご
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　 【
M
S
】  

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン
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全
社
員
で
共
有
!!

情
報
は
、

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!

＊難読漢字クイズ頻
ひんしゅつ

出の「躑
つ つ じ

躅」。植物なのに何故か「足偏」です。これは美しい花が見る人の足
・

を
・

引き止めることから漢名が「躑
てきちょく

躅」（たたずむ、歩行の進まない状態の意）という説の他に、
本来は「イワツツジ」で、毒を含む葉を食べた羊が躑

てきちょく
躅して死ぬからという怖い説も！また、ツツジという和名の語源は、筒状の花を意味する「筒しべ」だそう。（諸説あり）

小さなヒヤリも　大事な気づき　声に出して災害ゼロ
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橋口 光雄   　　発行人

安全衛生教育促進運動実施中！（４月３０日迄）

正しい知識で
　　　　　職場を安全・健康に！
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宮崎市高岡町天
あ ま が じ ょ う

ケ城公園  桜舞う 4月上旬、桜と真っ赤な躑
つ つ じ

躅＊の花とが同時に楽しめるこの公園には多くの人が訪れます。
ところで「天ケ城」って何？ ▶1600（慶長5）年：天下分け目の「関ヶ原の戦い」で、毛利輝元率いる西軍につき戦況を窺

うかが

っていた
薩摩島津家17代当主 島津義弘は、徳川家康率いる東軍の大勝で敗軍となり敵中に孤立⇒家康の本陣脇をすり抜ける敵陣
突破を強行。捨て身の戦術で脱出し帰国を目指す⇒途中、旧八

やつしろ
代村（東諸県郡国富町）で領地奪還を目

も く ろ
論む日向伊東氏の

猛攻に遭遇⇒何とか味方が駆けつけ辛うじて帰城した苦い経験から、北方の伊東氏への備えに構えた城だったのだそう。
（築城年：不明、旧名：内山城、築城主：伊東氏？ 1615（元和元）年：徳川幕府の「一国一城令」により廃城）◀ 1993（平成5）
年に、近世の城郭を模して標高121mの高台に建てられた歴史民俗資料館（写真中央）では高岡の歴史を伝えており、4階
展望台からの眺めは最高です。

バランスが大切です。

＜

補う程度に！

上五（かみご）を作ろ～

俳句に挑戦！
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公益目的事業
　1　技能講習事業、特別教育その他労働基準関係の各種
　　教育・セミナーの事業の実施

「令和６年度安全衛生教育・講習の実施計画」(128回、
7,610人）に基づき実施します。令和５年度からの主な変更点
は、「建築物石綿含有建材調査者講習」（2回）及び「金属アー
ク溶接等作業主任者技能講習」（4回）を新規に実施します。
また、引続き、衛生管理者免許試験の合格率の向上を図るた
め衛生管理者受験準備講習及び衛生管理者免許試験の模擬
試験を実施します。
2　全国安全週間や全国衛生週間
　全国安全週間(7月1日～7日)中に行われる「安全衛生に
関する宮崎労働局長表彰式」の開催等に協力します。
3　宮崎県産業安全衛生大会
　当協会も構成団体である宮崎県労働災害防止団体等連
絡協議会が主催する「宮崎県産業安全衛生大会」を宮崎
労働局、宮崎県、宮崎市その他労使団体等の後援のもと
に、今年度も11月13日(水)に宮崎市佐土原総合文化セン
ターで開催します。

ニューウェルシティ宮崎で開催された第 3回理事会

令和5年度 第3回 
理事会を開催

　令和6年度の日本経済は、製造業、非製造業ともに円安や原材
料高、人件費の高騰などのマイナス要因はあるものの、コロナ禍か
らの景気回復により、企業の生産活動は令和５年度に続き増加
傾向を維持すると予測され、当協会の講習会の受講者数も堅調

基本方針

　

3
月
12
日
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
宮
崎
に
お
い
て
理
事
16
人
、
監

事
2
人
に
出
席
い
た
だ
き
、
令
和

5
年
度
第
3
回
理
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
6
年
度
事
業
計
画

や
令
和
6
年
度
収
支
予
算
案
、
さ

ら
に
職
員
就
業
規
則
改
定
（
案
）
の

承
認
な
ど
9
件
の
議
案
を
審
議
い

た
だ
き
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
規
に
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調

査
者
講
習
を
開
催
す
る
こ
と
及
び

11
月
に
宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
。
ま
た
、
各
支

部
で
安
全
衛
生
推
進
大
会
及
び
安

全
祈
願
祭
を
開
催
す
る
こ
と
。
加

え
ま
し
て
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
労
務
管
理
に
役
立
つ
冊
子
「
労

働
関
係
法
の
ポ
イ
ン
ト
（
改
正
労

働
基
準
法
に
対
応
）」
を
全
会
員

に
配
布
す
る
こ
と
。
な
お
、
優
良

事
業
場
訪
問
に
つ
き
ま
し
て
は
当

分
の
間
実
施
し
な
い
こ
と
で
了
承

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
収
支
予
算
案
に
つ

き
ま
し
て
は
、
受
講
者
数
の
増
加

に
よ
り
講
習
会
収
益
が
増
加
す
る

見
込
み
と
な
り
、
諸
経
費
の
増
加

を
見
込
ん
で
も
収
支
は
若
干
黒
字

と
な
る
予
算
を
組
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
就
業
規
則

の
主
な
改
正
点
は
、
急
激
な
物
価

高
騰
に
対
応
し
て
職
員
賃
金
の
引

上
げ
と
退
職
金
規
定
の
一
部
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
専
務
理
事　

塚
本
）

に推移するものと見込まれます。
　厳しい雇用・経済情勢ではありますが会員の皆様の協力を得な
がら労働災害防止活動に取り組むとともに、引き続き宮崎労働局
及び各労働基準監督署との連携及び関係維持・強化に努めます。

その他の事業（相互扶助等事業）
1　労働条件、労働安全衛生その他の労働福祉に関する会員　
の研鑽・研修

(1)  産業安全祈願祭
　   県内４支部で１月に産業安全祈願祭を実施します。
(2) �安全衛生パトロール、優良事業場訪問につきましては、

新型コロナ感染予防のため、当分の間は実施を控え
ます。

(3)  �中央労働災害防止協会との共催で「リスクアセスメント
実務研修」「KYTトレーナー研修」を実施します。

(4) �中央労働災害防止協会のサービス事業である「中小規模
事業場安全衛生無料相談事業」を引き続き実施します。

(5) �働き方改革に伴う改正労働基準法への対応、各種ハラスメ
ント防止対策の実施など、複雑化する労務管理の諸問題に
ついてFAX（0985-28-9080）を活用して会員事業場か
らの相談に応じます。また、参考資料として冊子「労働関
係法のポイント」を全会員に配布します。

2　労働条件、労働安全衛生その他の労働福祉に関する
　会員の交流活動等
　　延岡、都城、日南の各支部では「地区安全衛生推進大会」
　等の開催に取り組みます。

令和6年度 (公社)宮崎労働基準協会事業計画の概要

令和6年 労災死亡者累計
令和６年３月11日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 昨年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

2

1

3

1

1

2

1

1

1

1

2 2前年同期

令和5年 労災死亡者累計
宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 昨年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

3
1

3
6
13

1

1

2
6

2

2
4
6

4
4
5

1

2

3
1

4
4
2
5
3

18前年同期

令和６年３月11日現在

中央労働災害防止協会（中災防）では、働く人の安全と健康
の確保をめざし、労働災害のない安全で快適な職場づくりを
呼びかける「安全衛生標語」（令和7年 年間標語、令和6年
度 年末年始無災害運動標語）を募集します。

【応募締め切り】令和6年4月22日（月）17時　

【入選】各１点 表彰状･副賞賞金3万円

【佳作】各3点以内 表彰状･副賞賞金１万円

【応募方法】Webサイト上の応募フォーム

【お問合せ】特別民間法人　中央労働災害防止協会　℡03-3452-6449

中災防　標語募集
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　令和３年４月１日付で当協会支部規約準則を改正し、令和２年度まで

毎年５月に開催していました支部総会を支部事業報告会として開催す

ることとしました。令和３、４年度は、新型コロナ感染拡大のため全支

部で事業報告会を中止し、書面による報告とさせていただきました。

　令和６年度については５年度と同様に、右記の日程で事業報告会を

計画しましたのでお知らせします。なお、延岡支部では初めての開催と

なります。

　詳細は、別途文書にてご案内いたします。多数のご参加をお待ち申し

上げます。

 5/9（木）

 6/18（火）

 5/24（金）

 5/17（金）

延岡
支部

宮崎
支部

都城
支部

日南
支部

支部 事業報告会

事業報告会について
（お知らせ）

（本部定時総会と併せて開催）

（写真右）吉川工業アールエフセミコン（株）
　　　　  　　　　　　宮崎本社 荒木取締役社長

（写真左）菊地宮崎労働監督署長

無災害記録証

　

令
和
６
年
１
月
31
日
宮
崎
労

働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
、
吉
川

工
業
ア
ー
ル
エ
フ
セ
ミ
コ
ン
株
式

会
社
宮
崎
本
社
に
対
し
て
、
厚

生
労
働
省
第
一
種
無
災
害
記
録

証
が
菊
地
宮
崎
労
働
基
準
監
督

署
長
よ
り
荒
木
社
長
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
吉
川
工
業

ア
ー
ル
エ
フ
セ
ミ
コ
ン
株
式
会
社

宮
崎
本
社
が
、
平
成
22
年
９
月

７
日
か
ら
令
和
５
年
10
月
20
日

ま
で
の
間
に
、
７
０
０
万
時
間
の

無
災
害
記
録
を
達
成
さ
れ
た
こ

と
に
対
す
る
表
彰
で
す
。

　

吉
川
工
業
ア
ー
ル
エ
フ
セ
ミ
コ

ン
株
式
会
社
宮
崎
本
社
で
は
『
会

社
で
働
く
す
べ
て
の
人
々
の
「
健

康
」
と
「
安
全
」
を
維
持
す
る

た
め
、
活
力
あ
る
職
場
環
境
づ

く
り
に
全
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
』
と
い
う
基
本
方
針

の
も
と
、『
社
員
一
人
一
人
の
健
康

と
安
全
を
第
一
に
考
え
た
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
安
全
衛
生
活
動
の
樹
立
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
安
全
衛
生

活
動
を
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、『
基
本
事
項
の

順
守
と
安
全
衛
生
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
安
全
衛
生
委
員
会
に
お

け
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実

施
、
随
時
提
供
さ
れ
る
関
連
会

社
の
災
害
情
報
を
も
と
に
し
た
社

内
の
類
似
作
業
の
確
認
や
仮
想
災

害
検
討
会
、
週
１
回
の
労
働
衛

生
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
管
理
者
に

よ
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。
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令和6年度　公益社団法人　宮崎労働基準協会

吉川工業アールエフセミコン(株)宮崎本社

無災害記録 
700万時間達成し表彰
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1　最低賃金・賃金引上げに向けた支援の推進
（1） 最低賃金・賃金の引上げに向けた生産性向上等に
      取り組む企業への支援

　最低賃金・賃金の引き上げには、特に中小企業・小規模事業者の生

産性向上が必要不可欠であり、業務改善助成金の充実により、業務

改善や生産性向上に係る企業のニーズに応え、賃金引上げを支援し

ます。

　また、中小企業等が賃金の原資を確保できるよう、「パートナー

シップによる価値創造のための転嫁円滑化施策パッケージ」に基づ

き、労働局及び監督署においては、最低賃金の遵守の徹底を図り、

賃金の引上げについて検討する際の参考となるような資料を提供し、企業の賃金引き上げへの支援等を行います。

（2） 最低賃金制度の適切な運営
　使用者団体、労働組合、各種団体等の協力を得て、周知徹底を図るとともに、最低賃金の履行確保上問題がある

と考えられる業種等を重点とした監督指導等を実施します。

2　非正規雇用労働者の処遇改善等
（1） 同一労働同一賃金の遵守の徹底

　監督署による定期監督等において、同一労働同一賃金に関する確

認を行い、短時間労働者、有期雇用労働者又は派遣労働者の待遇等

の状況について企業から情報提供を受けます。この情報を活用し、

労働局において効率的な報告徴収又は指導監督を行い、是正指導の

実効性を高めるとともに、支援策を周知します。こうした対策により、

企業の自主的な取組を促し、同一労働同一賃金の遵守の徹底を図ります。

（2） 非正規雇用労働者の処遇改善等を行う企業への支援
　非正規雇用労働者の処遇改善や正規社員化等に取り組んだ事業主へ支援を行うキャリア

アップ助成金に「年収の壁支援パッケージ」として新設された「社会保険適用時処遇改善コー

ス」や拡充した「正社員化コース」など、各コースの周知・活用勧奨等を図ります。

3　１４次防を踏まえた労働者が安全で健康に働くことができる環境の整備
（1） 安全衛生対策、労働災害防止対策

① 「転倒」や「腰痛」など、職場における労働者の作業行動を起因とする労働災害防止に向けた社会全体の意識

改革と行動変容の取り組みについて、県内関係団体に協力要請を行い、併せて県内リーディングカンパニーにお

ける「SAFEコンソーシアム」加盟等、自主的な安全衛生活動の導入を支援する取り組みにより、県内全体の安全

衛生の気運の醸成を図ります。

② 「高年齢労働者の安全と健康の確保のためのガイドライン」(エイジフレンドリーガイドライン)の周知・啓発を

図ります。また、外国人向けの安全衛生教育マニュアルや危険個所の標識・掲示を推奨し、作業の危険性の理解

向上と不安全行動防止を図ります。

③ 令和５年４月１日施行の改正省令（一人親方等の安全衛生対策）に基づき、請負人や同じ場所で作業を行う労働

者以外の者に対しても、労働者と同等の保護措置（立入禁止、保護具の着用等）を講じる必要があることについ

て周知啓発を図ります。

④ 林業においては、依然として、伐木作業時の死亡災害が多発していることから、チェーンソー伐木作業及び車両

系木材伐出機械作業に係る労働安全衛生規則の遵守について指導を強化するとともに、関係ガイドラインに基づ

く措置が現場において着実に講じられるよう周知徹底を図ります。

⑤ 建設業においては、依然として、墜落・転落による重篤災害が発生していることから、より一層、墜落・転落災害

令和6年度  宮崎労働局 行政運営方針のあらまし

 　

防止対策の徹底を図るとともに一側足場の使用範囲の明確化、足場の点検を行う際の点検者の指名の義務化など、

改正労働安全衛生規則等に係る周知徹底を図ります。

⑥ 道路貨物運送業においては、昇降設備の設置等改正労働安全衛生規則等の周知を図るとともに、「陸上貨物運送事

業における荷役作業のガイドライン」に基づき、荷役作業中の労働災害防止対策を推進します。

⑦ 製造業においては、はさまれ・巻き込まれ災害の危険性の高い機械等について、リスクアセスメントの実施などによ

る労働災害防止対策を推進します。

（2） 労働者の健康確保対策、化学物質、石綿ばく露防止対策等
① 長時間労働者に対する医師による面接指導やストレスチェック制度等メンタルヘルス対策の推進を図るとともに、厚生

労働省ホームページに掲載されている「働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト「こころの耳」」について周知します。

② 宮崎産業保健総合支援センターが行う産業医等の産業保健スタッフや事業者向け研修、地域産業保健センターによ

る小規模事業場への医師等の訪問支援、（独）労働者健康安全機構による団体経由産業保健活動推進助成金等につ

いて利用勧奨を行うことにより、中小企業・小規模事業者の産業保健活動を支援します。

③ 宮崎県地域両立支援推進チームにおいて策定した活動計画に基づき、地域の関係機関と連携して「事業場における

治療と仕事の両立のためのガイドライン」の周知・利用勧奨を図るなど、治療と仕事の両立支援に取り組む企業の支援

を行います。

④ 新たな化学物質規制に係る労働安全衛生関係法令について、円滑な実施のために引き続き

周知を図ります。

⑤ 労働者の化学物質のばく露防止に向け、労働者の呼吸域の作業環境の濃度把握が重要であ

ることから、個人ばく露測定の円滑な導入に向け、補助金制度の活用を含めた周知を図ります。

⑥ 令和5年10月から建築物、船舶(鋼製のものに限る)に義務付けられた建築物石綿含有建材

調査者講習等の修了者による調査の徹底、石綿事前調査結果報告システムによる報告等の

措置の徹底を図ります。

　　　※労働条件の確保・改善対策、時間外・休日労働の上限規制に関する取り組み等に

　　　　つきましては5月号に掲載します。

4　仕事と育児・介護の両立支援等
（１） 育児・介護休業法の周知、履行確保並びに環境整備に向けた企業への支援

①　常時雇用する労働者数1,000人超企業を対象とした育児休業等取得状況の公表の義務化について、着実な履行確

保を図るとともに、「産後パパ育休」（出生時育児休業）を含め、育児・介護休業法に基づく両立支援制度について労

働者が円滑に利用できるよう周知徹底を図ります。あわせて、労働者の権利侵害が疑われる

事案や育児休業の取得等を理由とする不利益取扱いが疑われる事案を把握した場合には、

事業主に対する積極的な報告徴収・是正指導等を行います。また、育児・介護休業法の改正

法案が成立した場合は、改正内容について周知を行います。

②　両立支援等助成金（出生時両立支援コースほか5コース）の活用を促すことにより、男女と

も仕事と育児・介護が両立できる職場環境の整備を図ります。

（2） ハラスメント防止対策
　　パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント等職場におけるハラスメント防止措置を講

じていない事業主に対し厳正な指導を実施すること等により、引き続き、法の履行確保を図

ります。また、適切なハラスメント防止措置が講じられるよう、事業主に対してウェブサイト

「あかるい職場応援団」の各種ツールの活用促進を図ります。

業務改善助成金

SAFE コンソーシアム
ポータルサイト

新たな規制の概要

化学物質管理対策に
関する無料相談窓口

両立支援助成金

明るい職場応援団
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1　最低賃金・賃金引上げに向けた支援の推進
（1） 最低賃金・賃金の引上げに向けた生産性向上等に
      取り組む企業への支援

　最低賃金・賃金の引き上げには、特に中小企業・小規模事業者の生

産性向上が必要不可欠であり、業務改善助成金の充実により、業務

改善や生産性向上に係る企業のニーズに応え、賃金引上げを支援し

ます。

　また、中小企業等が賃金の原資を確保できるよう、「パートナー

シップによる価値創造のための転嫁円滑化施策パッケージ」に基づ

き、労働局及び監督署においては、最低賃金の遵守の徹底を図り、

賃金の引上げについて検討する際の参考となるような資料を提供し、企業の賃金引き上げへの支援等を行います。

（2） 最低賃金制度の適切な運営
　使用者団体、労働組合、各種団体等の協力を得て、周知徹底を図るとともに、最低賃金の履行確保上問題がある

と考えられる業種等を重点とした監督指導等を実施します。

2　非正規雇用労働者の処遇改善等
（1） 同一労働同一賃金の遵守の徹底

　監督署による定期監督等において、同一労働同一賃金に関する確

認を行い、短時間労働者、有期雇用労働者又は派遣労働者の待遇等

の状況について企業から情報提供を受けます。この情報を活用し、

労働局において効率的な報告徴収又は指導監督を行い、是正指導の

実効性を高めるとともに、支援策を周知します。こうした対策により、

企業の自主的な取組を促し、同一労働同一賃金の遵守の徹底を図ります。

（2） 非正規雇用労働者の処遇改善等を行う企業への支援
　非正規雇用労働者の処遇改善や正規社員化等に取り組んだ事業主へ支援を行うキャリア

アップ助成金に「年収の壁支援パッケージ」として新設された「社会保険適用時処遇改善コー

ス」や拡充した「正社員化コース」など、各コースの周知・活用勧奨等を図ります。

3　１４次防を踏まえた労働者が安全で健康に働くことができる環境の整備
（1） 安全衛生対策、労働災害防止対策

① 「転倒」や「腰痛」など、職場における労働者の作業行動を起因とする労働災害防止に向けた社会全体の意識

改革と行動変容の取り組みについて、県内関係団体に協力要請を行い、併せて県内リーディングカンパニーにお

ける「SAFEコンソーシアム」加盟等、自主的な安全衛生活動の導入を支援する取り組みにより、県内全体の安全

衛生の気運の醸成を図ります。

② 「高年齢労働者の安全と健康の確保のためのガイドライン」(エイジフレンドリーガイドライン)の周知・啓発を

図ります。また、外国人向けの安全衛生教育マニュアルや危険個所の標識・掲示を推奨し、作業の危険性の理解

向上と不安全行動防止を図ります。

③ 令和５年４月１日施行の改正省令（一人親方等の安全衛生対策）に基づき、請負人や同じ場所で作業を行う労働

者以外の者に対しても、労働者と同等の保護措置（立入禁止、保護具の着用等）を講じる必要があることについ

て周知啓発を図ります。

④ 林業においては、依然として、伐木作業時の死亡災害が多発していることから、チェーンソー伐木作業及び車両

系木材伐出機械作業に係る労働安全衛生規則の遵守について指導を強化するとともに、関係ガイドラインに基づ

く措置が現場において着実に講じられるよう周知徹底を図ります。

⑤ 建設業においては、依然として、墜落・転落による重篤災害が発生していることから、より一層、墜落・転落災害
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防止対策の徹底を図るとともに一側足場の使用範囲の明確化、足場の点検を行う際の点検者の指名の義務化など、

改正労働安全衛生規則等に係る周知徹底を図ります。

⑥ 道路貨物運送業においては、昇降設備の設置等改正労働安全衛生規則等の周知を図るとともに、「陸上貨物運送事

業における荷役作業のガイドライン」に基づき、荷役作業中の労働災害防止対策を推進します。

⑦ 製造業においては、はさまれ・巻き込まれ災害の危険性の高い機械等について、リスクアセスメントの実施などによ

る労働災害防止対策を推進します。

（2） 労働者の健康確保対策、化学物質、石綿ばく露防止対策等
① 長時間労働者に対する医師による面接指導やストレスチェック制度等メンタルヘルス対策の推進を図るとともに、厚生

労働省ホームページに掲載されている「働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト「こころの耳」」について周知します。

② 宮崎産業保健総合支援センターが行う産業医等の産業保健スタッフや事業者向け研修、地域産業保健センターによ

る小規模事業場への医師等の訪問支援、（独）労働者健康安全機構による団体経由産業保健活動推進助成金等につ

いて利用勧奨を行うことにより、中小企業・小規模事業者の産業保健活動を支援します。

③ 宮崎県地域両立支援推進チームにおいて策定した活動計画に基づき、地域の関係機関と連携して「事業場における

治療と仕事の両立のためのガイドライン」の周知・利用勧奨を図るなど、治療と仕事の両立支援に取り組む企業の支援

を行います。

④ 新たな化学物質規制に係る労働安全衛生関係法令について、円滑な実施のために引き続き

周知を図ります。

⑤ 労働者の化学物質のばく露防止に向け、労働者の呼吸域の作業環境の濃度把握が重要であ

ることから、個人ばく露測定の円滑な導入に向け、補助金制度の活用を含めた周知を図ります。

⑥ 令和5年10月から建築物、船舶(鋼製のものに限る)に義務付けられた建築物石綿含有建材

調査者講習等の修了者による調査の徹底、石綿事前調査結果報告システムによる報告等の

措置の徹底を図ります。

　　　※労働条件の確保・改善対策、時間外・休日労働の上限規制に関する取り組み等に

　　　　つきましては5月号に掲載します。

4　仕事と育児・介護の両立支援等
（１） 育児・介護休業法の周知、履行確保並びに環境整備に向けた企業への支援

①　常時雇用する労働者数1,000人超企業を対象とした育児休業等取得状況の公表の義務化について、着実な履行確

保を図るとともに、「産後パパ育休」（出生時育児休業）を含め、育児・介護休業法に基づく両立支援制度について労

働者が円滑に利用できるよう周知徹底を図ります。あわせて、労働者の権利侵害が疑われる

事案や育児休業の取得等を理由とする不利益取扱いが疑われる事案を把握した場合には、

事業主に対する積極的な報告徴収・是正指導等を行います。また、育児・介護休業法の改正

法案が成立した場合は、改正内容について周知を行います。

②　両立支援等助成金（出生時両立支援コースほか5コース）の活用を促すことにより、男女と

も仕事と育児・介護が両立できる職場環境の整備を図ります。

（2） ハラスメント防止対策
　　パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント等職場におけるハラスメント防止措置を講

じていない事業主に対し厳正な指導を実施すること等により、引き続き、法の履行確保を図

ります。また、適切なハラスメント防止措置が講じられるよう、事業主に対してウェブサイト

「あかるい職場応援団」の各種ツールの活用促進を図ります。

業務改善助成金

SAFE コンソーシアム
ポータルサイト

新たな規制の概要

化学物質管理対策に
関する無料相談窓口

両立支援助成金

明るい職場応援団

資料提供：宮崎労働局



宮 崎 労 働 基 準 協 会 報 令和 6年４月1日

6

【お問合せ】宮崎労働局総務部労働保険徴収室　℡0985-38-8822

令 和 ６ 年 度 の 労 災 保 険 率 及 び 雇 用 保 険 料 率 に つ い て
令和 6年度から労災保険率が改定されます（改定分は黄色表示）。なお、雇用保険料率の改定はありません（令和 5年度と同率）。
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令和6年 労災死亡者累計
令和６年３月11日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 昨年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

2

1

3

1

1

2

1

1

1

1

2 2前年同期

令和5年 労災死亡者累計
宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 昨年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

3
1

3
6
13

1

1

2
6

2

2
4
6

4
4
5

1

2

3
1

4
4
2
5
3

18前年同期

令和６年３月11日現在

中央労働災害防止協会（中災防）では、働く人の安全と健康
の確保をめざし、労働災害のない安全で快適な職場づくりを
呼びかける「安全衛生標語」（令和7年 年間標語、令和6年
度 年末年始無災害運動標語）を募集します。

【応募締め切り】令和6年4月22日（月）17時　

【入選】各１点 表彰状･副賞賞金3万円

【佳作】各3点以内 表彰状･副賞賞金１万円

【応募方法】Webサイト上の応募フォーム

【お問合せ】特別民間法人　中央労働災害防止協会　℡03-3452-6449

中災防　標語募集
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講習のご案内講習のご案内
月分

宮崎基準協会

 「受講申込書」はホームページから
   印刷（ExcelまたはPDF形式）できます

（注）都合により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。　
講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合わせの上、お申し込みください。
・「技能講習」受講申込書には証明写真、本人確認書類の添付が、また「特別教育等」受講申込書には本人確認書類の添付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。　事務局へ申込書の受付を確認後、開催日の
 3営業日前までにご入金ください。
（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

4 5

8

講習会の申込み・問合せ先等（営業日：平日8：30～17：00）
宮崎労働基準協会本部･宮崎･日南支部■

宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル
〒880-0024

TEL.0985-25-1853 
FAX.0985-28-9080

延岡支部■

TEL.0982-34-5538  
FAX.0982-21-0117

■ 都城支部

TEL.0986-24-5603  
FAX.0986-24-5618

・申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。（土日・祝日に当たる場合は翌営業日8：30～となります。）
・申込み受付開始後、①受講申込書提出⇒②事務局に申込書の受付を確認⇒③ご入金をもって『受付完了』とし
ます。つきましては、申込書の受付を確認後、原則として開催日の３営業日前までにご入金をお願いいたします。
期日までにご入金が確認できない場合は、受講申込みの取消しをさせていただく場合がありますのでご了承く
ださい。
・『受付完了』後のキャンセルにつきましては、開催日の３営業日前までにご連絡があった場合に限りご返金いた
します。銀行振込みでの返金を希望される場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。再度、受講を希望
される場合は改めてお申込みをお願いいたします。
・定員に達していない場合は開催日の前日でもお申込みは可能ですが、お早目の手続きをお願いいたします。
・定員に達している場合は、キャンセル待ちをご案内します。
・『受付完了』後に受講者の変更を希望する場合は、前日でもご対応は可能です。

【受講申込みについて】

（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合せいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。申込書に確認書類の貼付が必要です。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

玉掛け
（吊上げ荷重１トン以上のレーンの玉掛作業）

 27,280   
（免除 25,190）

会員    605
一般 1,705

（改定）

宮崎 4/  4（木） ～ 4/  6（土） (学科) 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
(実技) 矢野運輸(株)

宮崎 5/23（木） ～ 5/25（土） （学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）  矢野運輸㈱

延岡 5/16（木） ～ 5/18（土） (学科) 延岡市職業支援訓練センター
(実技) 日向地区中小企業支援機構

都城 4/11（木） ～ 4/13（土） （学科）  都城地区建設業協会
（実技）  海晴機械（株）北諸県郡三股町

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

会員    605
一般 1,705

宮崎 　4/18（木） ～ 4/20（土） （学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）  矢野運輸㈱

都城    5/16（木） ～ 5/18（土） （学科）  都城地区建設業協会
（実技）  𠮷原建設（株）仮設機資材部（都城市）

作
業
主
任
者

特定化学物質及び
四アルキル鉛等

15,950 会員　 880
一般 1,980

宮崎 　5/16（木） ～ 　5/17（木） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 　4/16（火） ～ 　4/17（木） 延岡市職業訓練支援センター

酸素欠乏・
硫化水素危険

20,900 会員　1,210
一般　2,310

宮崎 5/28（火） ～ 5/30（木） （学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技） 

延岡 4/10（水） ～ 　4/12（金） （学科） 延岡市職業訓練支援センター（実技）

有機溶剤 15,950
会員 　880

一般  1,980 宮崎 5/  8（水） ～ 　5/  9（木） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

石綿 15,950 会員 　880
一般  1,980

宮崎 4/  2（火） ～ 4/  3（金） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 5/21（火） ～ 5/22（水） 延岡市職業訓練支援センター

金属アーク溶接等
作業主任者限定

（概略は 1 月号 P.3 に掲載）
14,080 会員    770

一般 1,870

宮崎 　4/25（木） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 5/28（火） 延岡市職業訓練支援センター

実
技
講
習 ボイラー実技講習 19,800 会員　　無料

一般  1,210 宮崎 　4/11（木） ～ 　4/13（土） （学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）  協同紙工（株）（東諸県郡国富町）

特
別
教
育

クレーン運転業務 会員 15,950
一般 19,030

1,705 宮崎 5/10（金） ～ 　5/11（土） （学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）  矢野運輸（株）

巻上げ機運転業務 会員 17,930
一般 21,010

1,210 宮崎 4/26（金） ～ 　4/27（土） （学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）  矢野運輸（株）

電気取扱業務 ( 低圧 ) 会員 15,950
一般 19,030

770 宮崎 5/21（火） ～ 　5/22（水） （学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）  

フルハーネス型
墜落制止用器具

会員　6,710
一般　9,790 990

宮崎 4/  9（火） （学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技） 

延岡 5/31（金） （学科） 延岡市職業訓練支援センター（実技）

都城 　4/25（木） （学科） 都城地区建設業協会
（実技）

そ
の
他

安全管理者選任時研修
会員 16,280

（免除 13,860）
一般 19,250

（免除 16,940）

1,650 宮崎 5/14    （火） ～ 　5/15（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

安全衛生推進者養成講習 15,950
（免除 11,110）

会員　　330
一般　1,430 宮崎 　4/16（火） ～ 　4/17（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

※この教育は、雇入れ時等に必要な
法定の教育です !

雇入れ時等の安全衛生教育
テキスト代込 会員　7,150

一般　9,240 宮崎 4/23（火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

保護具着用
管理責任者教育

会員 11,000
（免除 14,080） 2,750 宮崎 　4/10（水） （学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）

　

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

★都合により、日程変更


